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ある。本文は 3 部構成全 9 章と序・結論からなり， I 日本昔話の構造分析J と題された第 1 部(全 3 章)が類型論， I 日
韓比較研究j と題された第 2 部(全 3 章)が比較論， I伝承の場の変容と語り手の現在」と題された第 3 部(全 3 章)
が現場論，に相当する。枚数は約684枚 (400宇詰換算)である。




















































































れているために，初期に属する論稿からなる第 1 部は，第 2 部，第 3 部の議論の内容と比較したとき，その前提とし
ての位置を占めているものの，先学の研究の見解に依存している部分が目立つており，本論文の作成にあたっていま
少しふくらみをもたせるための努力を惜しむべきではなかったと思われる。
このように，今後に残された諸点はみられるが，本論文は昔話研究において新しい地平を切り開いた注目すべき業
績であり，博士(文学)の学位を授与するに値するものと判断する。
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